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まちの話題／町民体育大会ほか

議会だより

長雲通信第 67 回

お知らせ　ほか

玉黄金

議会だより合併号の主な内容

November

友好都市宣言調印式
写真左から　

 碩　龍弘龍郷町議会議長

川畑　宏友龍郷町長

福村　三男菊池市長

山瀬　義也菊池市議会議長
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ま
ち
の
話
題

10/29

（月）

　

９
月
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
25
回
日
本
サ

イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
学
会
の
会
場
に
て
本
町
を
Ｐ

Ｒ
さ
れ
た
大
島
彰
氏
が
川
畑
町
長
を
表
敬
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

　

彰
氏
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
九
州

が
ん
セ
ン
タ
ー　

サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
科
の
医

長
で
、
本
町
の
名
誉
町
民
で
あ
り
ま
す
大
島　

信

氏
は
、
彰
氏
の
大
伯
父
に
な
り
ま
す
。

表
敬
訪
問

11/6

（火）

　

平
成
24
年
11
月
３
日
付
け
で
、
作
田
和
國
さ
ん

（
瀬
留
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
田
さ
ん
は
、
１
９
５
４
年
、
消
防
団
瀬
留
分

団
員
を
拝
命
。75
～
94
年
に
団
長
を
務
め
ま
し
た
。

40
年
に
及
ぶ
活
動
の
中
で
、
火
事
や
災
害
現
場
に

数
多
く
出
動
し
、
地
域
防
災
の
充
実
な
ど
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

11/6 

（火）

　

11
月
６
日
（
火
）
に
行
政
相
談
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
か
ら

国
・
県
・
町
な
ど
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な

ど
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
は
、
行
政
全
般
に
つ
い
て
苦
情
や
要

望
を
受
け
付
け
、
公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
関
係

行
政
相
談
機
関
な
ど
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
の
を
図
る
と
と
も

に
、
国
民
の
声
を
行
政
の
制
度
及
び
運
営
の
改
善

を
図
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
懇
談
会



３　広報たつごう

　 10/21

（日）

４
年
ぶ
り
の
開
催

　

第
53
回
龍
郷
町
民
体
育
大
会
が
、
21
日
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
４

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
小
学
生
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
を

皮
切
り
に
30
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
集
落
か
ら
多
数
の
町
民
が
詰
め
か
け
、
選
手
た
ち
に
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
赤
徳
校
区
が
総
合
優
勝
、
男
子
の
部
、
女
子
の
部
も

制
し
、
ま
た
、
躍
進
賞
も
獲
得
す
る
な
ど
赤
徳
校
区
の
強
さ
が
際
立

ち
ま
し
た
。

●
集
落
の
部
Ａ
パ
ー
ト

　

優
勝　

赤
尾
木
集
落　

５
４
点

　

２
位　

浦
集
落　
　
　

４
６
点

　

３
位　

手
広
集
落　
　

４
２
点

●
集
落
の
部
Ｂ
パ
ー
ト

　

優
勝　

大
勝
集
落　
　

５
６
点

　

２
位　

円
集
落　
　
　

４
８
点

　

３
位　

芦
徳
集
落　
　

４
５
点

●
躍
進
賞　

赤
徳
校
区　

＋
12
点

●
新
記
録

中
学
女
子
１
０
０
Ｍ

　

牧　

梨
湖
（
赤
徳
）　

13
秒
60

ム
カ
デ
競
走　

龍
瀬
校
区　

２
分
11
秒
８

高
齢
者
玉
入
れ　

円
集
落　

27
個

【
大
会
結
果
】

●
総
合
の
部　
　
　
　
　
　
　
　

　

優
勝　

赤
徳
校
区　

２
１
０
点

　

２
位　

大
勝
校
区　

１
５
７
点

　

３
位　

龍
瀬
校
区　

１
５
５
点

●
男
子
の
部

　

優
勝　

赤
徳
校
区　

１
１
３
点

　

２
位　

大
勝
校
区　
　

７
９
点

　

３
位　

戸
口
校
区　
　

７
８
点

●
女
子
の
部

　

優
勝　

赤
徳
校
区　
　

６
１
点

　

２
位　

大
勝
校
区　
　

４
７
点

　

３
位　

戸
口
校
区　
　

４
４
点

総合優勝の赤徳校区

ムカデ競争新記録の龍瀬校区
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10/27

（土）

交
流
拡
大
を
誓
う

　

西
郷
隆
盛
翁
ゆ
か
り
の
地
同
士
の
縁
で

交
流
を
続
け
る
熊
本
県
菊
池
市
と
の
友
好

都
市
宣
言
調
印
式
が
、
10
月
27
日
（
土
）

に
り
ゅ
う
ゆ
う
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

町
が
、
他
の
都
市
と
友
好
都
市
盟
約
を
結

ぶ
の
は
菊
池
市
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
、
福
村
市
長
や
山
瀬
市
議

会
議
長
、
市
議
会
議
員
、
市
職
員
、
物
産

関
係
者
な
ど
菊
池
市
か
ら
25
名
が
出
席

し
、
本
町
か
ら
も
２
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
川
畑
町
長
と
福
村
市
長
、
両
市
町

の
議
長
が
友
好
都
市
宣
言
に
調
印
し
、
握

手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

川
畑
町
長
は
、
宣
言
を
契
機
に
両
市
町

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、観
光
や
産
業
、

教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
連
携
を
図
り
た

い
と
述
べ
、
今
後
は
修
学
旅
行
誘
致
な
ど

に
も
取
り
組
む
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
菊
池
市
の
み
な
さ
ん
は
同
日
夜

に
行
わ
れ
た
各
集
落
の
「
種
お
ろ
し
」
に

参
加
し
町
民
と
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
し

た
。

友好都市宣言に署名する川畑町長 オープニングの六調太鼓

集落の種おろしに参加した福村市長と
菊池市のみなさん。
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質　

問

　

以
前
に
も
質
問
し
、
改
善
が
さ

れ
た
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
し
た

が
状
況
が
変
わ
ら
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

答　

弁

　

こ
れ
ま
で
も
九
州
電
力
に
は
幾

度
と
な
く
停
電
対
策
に
つ
い
て
申

し
入
れ
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

今
回
の
長
引
く
停
電
で
、
行
政
と

し
て
も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

質　

問

　

赤
徳
校
区
へ
の
送
電
が
、
龍
郷

発
電
所
管
内
で
最
後
に
な
っ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
が
、そ
の
説
明
を
。

答　

弁

　

発
電
所
か
ら
笠
利
方
面
へ
向
け

て
の
送
電
経
路
は
、
喜
瀬
集
落
を

中
継
と
す
る
西
回
り
と
、
節
田
集

落
を
中
継
と
す
る
２
回
線
で
あ

り
、
そ
の
偏
電
所
か
ら
再
送
電
し

て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
赤
徳

校
区
が
末
端
に
な
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

質　

問

　

自
宅
で
療
養
し
て
い
る
介
護
福

祉
の
方
は
お
ら
れ
る
の
か
。
そ
の

家
族
の
方
々
は
、
こ
の
停
電
を
ど

う
対
処
さ
れ
た
の
か
。

答　

弁

　

呼
吸
器
や
タ
ン
の
吸
引
、
ベ
ッ

ド
の
上
げ
下
げ
で
常
に
電
気
を
必

要
と
し
て
い
る
介
護
者
の
方
は
数

人
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ご
家
族
の

皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

質　

問　

　

停
電
し
な
い
街
づ
く
り
を
目
指

し
、
奄
振
予
算
を
活
用
し
て
整
備

で
き
な
い
か
。

答　

弁

　

九
電
は
、
民
間
事
業
所
で
あ
り

独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
行
政
の
立
場
と
し
て
は
、
な

ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質　

問

　

東
日
本
震
災
以
降
、
防
災
に
関

す
る
機
運
が
高
ま
る
中
、
予
測
さ

れ
て
い
る
津
波
災
害
か
ら
、
町
民

の
生
命
を
守
る
訓
練
を
徹
底
す
べ

き
で
は
。

答　

弁

　

災
害
時
に
、
初
期
の
対
応
を
行

う
地
元
集
落
や
自
主
防
災
組
織
か

ら
の
要
望
を
基
に
、
防
災
訓
練
の

全
面
協
力
や
集
落
防
災
研
修
の
出

前
講
座
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

質　

問

　

奄
美
も
津
波
予
測
６
メ
ー
ト
ル

と
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
配
布
を
急
ぐ

べ
き
で
は
。

答　

弁

　

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
進

め
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
い
内
容
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

質　

問

　

議
会
も
身
を
切
る
決
断
を
し
、

定
員
を
10
名
に
削
減
し
ま
し
た
。

行
政
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
改

革
す
べ
き
で
は
。

答　

弁

　

平
成
22
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年

度
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
も
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
な
り
の
成
果
は
あ
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質　

問

　

町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
、

職
員
の
意
識
改
革
が
大
切
と
思
う

が
、
取
り
組
み
は
。

答　

弁

　

毎
年
計
画
を
立
て
講
師
を
招
い

て
の
研
修
や
、
新
採
用
時
の
職
員

研
修
と
、
昇
任
時
に
、
県
主
催
の

研
修
を
通
じ
て
意
識
の
改
革
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中原正栄　議員

質
問

　

町
民
が
利
用
し
や
す
い
総
合
窓

口
の
設
置
は
い
つ
か
。

答
弁

　

実
践
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
、
早
い
時
期
で
設
置
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す

質
問

　

台
風
等
の
陸
揚
げ
作
業
時
に
、

不
便
の
声
を
聞
き
ま
す
。
船
が
固

定
で
き
る
設
備
も
含
め
て
、
整
備

で
き
な
い
か
。

答
弁

　

港
の
用
地
が
、
港
湾
と
し
て
、

荷
捌
き
用
途
で
補
助
事
業
を
受
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
舗
装
が
で
き

る
か
ど
う
か
県
と
相
談
を
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

赤
徳
校
区
の

　
　

停
電
復
旧
に
つ
い
て
。

発
電
所
か
ら
の
送
電

　
　
　

線
ど
う
な
っ
て
い
る
。

電
線
の
地
中
化
の
検
討
。

訓
練
の
徹
底
必
要
で
は
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

　
　
　
　
　
　
　

作
成
急
げ
。

実
施
中
の
行
政
改
革

　
　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は
。

職
員
研
修
の
実
施
は
。

急
げ
、
総
合
窓
口
の
設
置
。

芦
徳
港
整
備
の
充
実
を
。
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質　

問

　

議
会
議
員
並
び
に
職
員
の
鹿
児

島
等
へ
の
出
張
研
修
は
、
航
空
機

の
利
用
が
主
で
す
が
、
船
便
も
利

用
す
る
事
で
港
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
よ
う
な
対
策
は
で
き
な
い

か
。

答　

弁

　

本
町
の
旅
費
条
例
の
規
定
で
支

給
さ
れ
る
旅
費
で
、
航
空
機
と
船

を
利
用
す
る
場
合
と
比
べ
ま
す

と
、
千
円
程
度
の
差
額
で
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
個
人
的
事
情
等
で

航
空
機
の
利
用
が
主
で
す
が
、
鹿

児
島
航
路
の
利
用
促
進
と
い
う
点

で
は
、
利
用
す
る
べ
き
と
思
い
ま

す
。

質　

問

　

基
幹
産
業
と
言
わ
れ
た
大
島
紬

の
衰
退
で
、
特
に
荒
波
地
区
の
過

疎
化
が
進
み
、
空
き
家
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
空
き
家
を
活
用

し
住
民
を
増
や
す
対
策
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
。　
　
　
　
　
　
　

答　

弁

　

本
町
で
は
、
定
住
促
進
対
策
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
か
ら
県
の
補

助
事
業
を
導
入
し
「
空
き
家
再
生

整
備
事
業
」
を
実
施
し
荒
波
地
区

浮
楊
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

質　

問

　

補
助
事
業
導
入
と
な
る
と
、
入

居
条
件
が
示
さ
れ
、
入
居
で
き
る

方
が
限
ら
れ
る
。
町
が
単
独
で
最

低
限
の
整
備
を
行
い
、
安
い
家
賃

で
入
居
で
き
る
よ
う
な
対
策
は
で

き
な
い
か
。

答　

弁

　

町
内
で
、
空
き
家
の
賃
貸
希
望

の
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
調
査
を
し

て
前
向
き
に
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質　

問

　

円
～
本
茶
線
林
道
の
整
備
計
画

が
示
さ
れ
実
施
に
向
け
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
円
林
道
の
整
備
と

関
連
し
て
、
円
小
学
校
体
育
館
前

か
ら
対
岸
に
橋
を
建
設
し
て
避
難

道
と
な
る
よ
う
な
計
画
は
で
き
な

い
か
。

答　

弁

　

円
林
道
に
つ
い
て
は
平
成
25
年

度
か
ら
舗
装
事
業
の
実
施
に
向

け
、
国
や
県
に
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
林
道
事
業
と
は
、
森

林
の
有
効
活
用
の
た
め
の
道
路
事

業
で
あ
り
、
関
連
し
て
避
難
道
路

と
し
て
の
整
備
は
困
難
で
す
。

質　

問

　

円
本
川
は
、
水
流
が
多
い
た
め

大
雨
時
に
は
氾
濫
の
危
険
性
が
大

で
あ
る
。
又
、
集
落
側
に
は
河
川

ブ
ロ
ッ
ク
に
嵩
上
げ
が
さ
れ
て
い

る
の
で
、
対
岸
も
嵩
上
げ
が
必
要

と
思
い
ま
す
。
又
、
石
積
み
の
箇

所
は
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
に
改
修
で
き

な
い
か
。

答　

弁

　

円
本
川
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て

岩﨑晴海　議員

は
、
現
地
調
査
、
測
量
等
を
お
こ

な
う
こ
と
に
よ
り
改
修
が
可
能

か
、
今
後
検
討
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
。

荒
波
地
区

　
　
　
　

活
性
化
に
つ
い
て
。

円
地
区
災
害
防
止

　
　
　
　
　

対
策
に
つ
い
て
。

円
本
川
の

　
　
　

安
全
対
策
に
つ
い
て
。

空き家再生事業を導入した住宅

円　本　川



広報たつごう　８

質　

問

　

中
央
公
民
館
建
て
替
え
の
中

に
、
歴
史
資
料
館
、
図
書
館
、
武

道
館
の
新
設
を
願
い
た
い
。

答　

弁
（
教
育
長
）

　

現
在
の
構
想
で
は
、
図
書
館
、

公
民
館
、
歴
史
民
俗
館
、
美
術

コ
ー
ナ
ー
等
を
含
ん
だ
総
合
型
施

設
を
建
設
し
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
基
本
的
機

能
と
し
て
は
、地
域
の
学
習
拠
点
、

そ
し
て
武
道
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
対

応
の
多
目
的
ホ
ー
ル
等
を
内
蔵
し

た
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質　

問

　
「
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
」

は
ど
う
い
う
事
業
な
の
か
。
又
、

秋
名
地
区
で
実
施
し
た
事
業
の
現

状
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

答　

弁

　

居
住
環
境
の
整
備
改
善
及
び
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
目
的
で
、

平
成
23
年
度
本
町
に
お
い
て
、
初

め
て
導
入
し
た
事
業
で
す
。
秋
名

地
区
の
現
状
と
し
ま
し
て
は
、
一

家
族
４
名
の
方
が
４
月
か
ら
入
居

し
て
い
ま
す
。

質　

問

　

現
在
、
町
内
で
の
60
歳
未
満
の

失
業
者
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
。

答　

弁

　

平
成
22
年
度
国
勢
調
査
産
業
等

基
本
集
計
に
よ
る
と
、
本
町
に
お

い
て
の
60
歳
未
満
の
失
業
者
は

１
２
７
名
で
す
。

質　

問　

　

雇
用
促
進
を
図
る
た
め
に
も

「
雇
用
促
進
課
」
の
新
設
は
で
き

な
い
か
。

答　

弁

　

本
町
で
は
、
雇
用
に
関
す
る
情

報
も
乏
し
く
、
県
又
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
ま
す
。
行
政
改
革
に
よ
り

課
の
統
廃
合
と
職
員
の
定
員
管
理

を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
と
、
来
年

は
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
職
員
派

遣
が
増
え
る
こ
と
か
ら
も
、「
雇

用
促
進
課
」
の
設
置
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
雇
用
に
関

す
る
件
は
、
企
画
財
政
課
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

質　

問

　

現
在
の
指
名
入
札
の
状
況
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

弁

　

悪
し
き
慣
習
と
言
わ
れ
た
選
挙

に
よ
る
、
勝
ち
組
・
負
け
組
は
す

で
に
解
消
し
て
お
り
、
業
者
の
選

定
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
発
注

す
る
工
事
に
応
じ
た
工
事
、
経
歴

の
有
無
、
地
元
業
者
の
育
成
及
び

経
済
性
等
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

質　

問

　

電
子
入
札
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　

弁

　

職
員
の
電
子
入
札
の
勉
強
又

は
、
研
修
等
を
受
け
て
順
次
電
子

入
札
の
取
り
入
れ
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

質　

問

　

地
元
優
先
の
公
正
公
平
な
入
札

は
で
き
な
い
か
。
案
と
し
て
一
箇

所
の
仕
事
を
受
注
し
た
ら
、
そ
の

仕
事
が
70
％
～
80
％
進
ん
だ
時
に

次
の
入
札
に
入
れ
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
。

答　

弁

　

一
箇
所
の
工
事
の
出
来
高
だ
け

で
の
選
定
を
す
る
と
工
事
発
注
件

数
が
多
い
場
合
や
契
約
予
定
金
額

が
大
き
い
場
合
に
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
業
者
の
選
定
に
、
工

事
の
出
来
高
も
対
象
事
項
に
加
え

た
形
で
指
名
業
者
を
選
定
し
て
ま

平岡　馨　議員

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　

問

　

先
の
豪
雨
災
害
で
流
さ
れ
た
、

戸
口
川
に
架
か
る
人
道
橋
と
大
勝

の
千
田
袋
橋
の
近
況
状
況
は
。

答　

弁

　

平
成
22
年
10
月
20
日
の
集
中
豪

雨
で
流
失
し
た
戸
口
川
の
人
道
橋

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業
に

該
当
す
る
と
の
こ
と
で
先
の
６
月

定
例
議
会
に
町
道
認
定
の
議
案
を

提
出
し
議
決
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
の
測
量
・
設
計
・
用

地
の
取
得
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
戸
口
川
の
河
川
改
修
事
業
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
勝
の
千
田
袋
橋
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
25
日
入
札
を
行
い
業
者

が
決
定
し
た
の
で
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
の
議
案
を
提
出
し
審

議
し
て
頂
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

中
央
公
民
館

　
　
　

建
て
替
え
に
つ
い
て
。

空
き
家
再
生
推
進
事
業
。

雇
用
促
進
に
つ
い
て
。

建
設
業
者

　
　
　
　

入
札
に
つ
い
て
。

戸
口
川
人
道
橋
・

　

大
勝
千
田
袋
橋
に
つ
い
て
。



９　広報たつごう

質　

問

　

秋
名
田
袋
へ
の
用
水
路
の
取
り

入
れ
口
の
改
修
改
善
に
つ
い
て

は
、
土
地
改
良
以
後
50
年
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
迄
何
回
も
改
良
改

修
工
事
を
施
工
し
て
頂
き
ま
し
た

が
、
二
度
の
大
水
害
以
後
、
今
で

は
普
通
の
大
水
で
も
使
用
不
能

又
、
取
り
付
け
道
路
も
通
行
不
能

の
状
態
で
す
。
今
後
は
、
専
門
家

等
の
知
恵
を
結
集
し
て
、
抜
本
的

な
改
良
工
法
で
施
工
し
て
頂
き
た

い
。
な
お
、
上
本
川
に
既
設
の
ミ

ニ
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

ダ
ム
の
水
を
活
用
し
た
ら
い
か
が

で
す
か
。

答　

弁

　

平
成
20
年
度
か
ら
23
年
度
の
豪

雨
に
よ
り
、
秋
名
川
上
流
に
土
石

が
堆
積
し
下
流
に
流
れ
た
た
め
、

頭
首
工
が
埋
ま
り
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
来
月
に
か

け
て
、
ミ
ニ
ダ
ム
も
含
め
て
大
島

支
庁
に
も
現
場
を
見
て
頂
き
改
善

策
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
の
で
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
。

質　

問

　

農
家
が
農
業
へ
の
意
欲
を
衰
退

し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
台
風

や
水
害
だ
け
で
な
く
猪
被
害
で
あ

り
、
人
的
に
防
げ
る
猪
防
護
柵
を

施
工
し
て
い
た
だ
け
る
と
農
業
意

欲
も
湧
き
経
済
的
に
も
所
得
向
上

と
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
年
次

計
画
で
施
工
し
て
頂
け
な
い
か
。

答　

弁

　

現
在
、重
点
分
野
雇
用
事
業
や
、

国
・
県
等
の
補
助
な
ど
財
政
的
に

有
利
な
事
業
を
導
入
し
な
が
ら
、

地
域
で
の
猪
被
害
の
状
況
地
権
者

の
同
意
と
協
力
等
考
慮
し
た
う
え

で
優
先
順
位
を
つ
け
て
年
次
的
な

整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
平

成
24
年
度
は
芦
徳
・
浦
地
区
と

な
っ
て
い
ま
す

質　

問

　

玉
里
地
区
か
ら
秋
名
地
区
の
農

作
物
を
名
瀬
中
央
青
果
市
場
へ
集

出
荷
は
で
き
な
い
か
。そ
の
前
に
、

高
齢
者
に
高
齢
者
等
の
小
規
模
農

家
の
方
々
へ
農
作
物
の
種
類
や
出

荷
量
等
の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
た
上
で
交
渉
し
て
も
ら
い
た

い
。

答　

弁

　

農
家
の
出
荷
希
望
者
が
、
あ
る

程
度
見
込
め
た
ら
中
央
青
果
は
実

施
す
る
と
思
う
が
、い
な
い
場
合
、

輸
送
車
両
の
購
入
や
、
燃
料
費
さ

ら
に
は
集
荷
人
員
確
保
の
た
め
の

予
算
が
必
要
で
あ
る
。
財
政
的
に

窪田圭喜　議員

設置されたイノシシ防護柵

島育ち産業館での朝市

農
業
振
興
に
つ
い
て
。

◆
猪
防
護
柵
を
秋
名
・
嘉
渡

　
　

地
区
に
設
置
で
き
な
い
か
。

◆
玉
里
地
区
か
ら
秋
名
地
区

の
農
産
物
を
市
場
へ
集
出
荷
で

き
な
い
か
。

有
利
な
補
助
事
業
の
活
用
が
見
込

め
な
い
状
況
の
た
め
、
町
単
独
に

よ
る
集
出
荷
に
つ
い
て
は
、
検
討

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、島
育
ち
館
に
お
い
て
は
、

毎
月
第
２
日
曜
日
に
朝
市
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
野
菜

な
ど
を
持
っ
て
い
き
、
利
用
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



広報たつごう　１０

質　

問

　

来
町
さ
れ
る
町
民
の
皆
様
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
職
員
へ
の
教
育

を
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

答　

弁

　

新
規
採
用
か
ら
中
堅
職
員
ま
で

の
階
層
別
研
修
を
実
施
、
平
成
22

年
10
月
に
は
、
職
員
を
対
象
と
し

た
接
遇
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

接
遇
研
修
に
つ
い
て
は
、
計
画
的

に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
へ
、

親
切
で
明
る
い
接
遇
を
す
る
よ
う

に
、
機
会
が
あ
る
た
び
に
呼
び
掛

け
て
ま
い
り
ま
す
。

質　

問

　

町
民
課
窓
口
の
職
員
は
い
つ
も

さ
わ
や
か
な
笑
顔
と
挨
拶
で
気
持

よ
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
と
い
う
言

葉
を
最
近
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
と

て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
全
体
的

に
は
良
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
一
部
に
は
町
民
の
方

か
ら
「
あ
い
さ
つ
」
を
し
て
も
返

し
て
く
れ
な
い
よ
う
で
す
。
何
と

も
さ
び
し
い
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
町
民
の
皆
様
に
気
持
よ
く
役

場
を
利
用
し
て
頂
く
た
め
に
も
接

遇
の
徹
底
を
図
っ
て
ほ
し
い
。　

答　

弁

　

今
後
と
も
、
職
員
の
接
遇
研
修

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質　

問

　

現
在
、
単
式
簿
記
を
採
用
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
、

将
来
的
に
、
複
式
簿
記
へ
の
移
行

は
考
え
て
お
ら
れ
な
い
の
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
総
務
省
よ
り
平
成
22
年
度

決
算
ま
で
に
、
貸
借
対
照
表
、
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動

計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
か
ら

な
る
財
務
４
表
作
成
に
必
要
な
情

報
を
開
示
す
る
要
請
が
あ
る
の
で

は
。

　

複
式
簿
記
の
導
入
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
単
に
資
産
・
負
債

の
増
減
を
記
録
す
る
の
で
は
な

く
、
取
引
の
結
果
を
関
連
づ
け
て

漏
れ
な
く
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
従
来
の
仕
組
み
で
は
不
透
明

だ
っ
た
資
産
、
負
債
の
増
減
の
原

因
記
録
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の

結
果
、
不
正
経
理
や
不
正
流
用
な

ど
を
隠
す
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

不
正
行
為
を
行
い
に
く
い
、
そ
し

て
自
治
体
の
透
明
性
が
向
上
し
わ

か
り
や
す
い
説
明
を
加
え
た
公
表

を
す
る
こ
と
で
住
民
へ
の
、
説
明

責
任
が
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
是
非
近
い
将
来
本
町
で
の

導
入
を
進
め
て
ほ
し
い
。

答　

弁

　

本
町
で
は
、
単
式
簿
記
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
一
年
間
の
現
金
の

収
入
・
支
出
に
優
れ
て
い
る
が
、

町
が
ど
れ
だ
け
資
産
を
持
ち
、
負

債
（
借
金
）
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か
は
、

明
確
に
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
も
複
式
簿
記

の
企
業
的
手
法
を
用
い
た
、
財
務

書
類
を
作
成
し
本
年
度
中
に
、
公

表
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

質　

問

　

本
町
で
も
最
近
、
松
の
木
の
立

ち
枯
れ
が
目
立
っ
て
い
る
が
駆
除

が
追
い
つ
か
な
い
の
で
は
、
そ
の

ま
ま
放
置
し
て
い
た
ら
、
今
後
大

き
な
災
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
早
急
な
対
応
と
そ
の
対

策
は
。

答　

弁

　

松
の
木
の
立
ち
枯
れ
に
つ
い
て

は
、
奄
美
大
島
南
部
か
ら
北
部
地

域
に
被
害
が
急
速
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
松
く

い
虫
に
よ
る
も
の
で
、
昨
年
度
、

駆
除
対
象
区
域
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
本
島
南
部
か
ら
北
部
地
域
で

の
全
量
駆
除
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
昨
年

度
６
３
０
立
法
メ
ー
ト
ル
の
伐
倒

駆
除
を
実
施
、
今
年
度
も
被
害
木

の
全
量
駆
除
を
目
指
し
実
施
す
る

予
定
だ
が
、
現
在
も
被
害
が
拡
大

し
て
お
り
駆
除
量
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
の
で
県
と
協
議
し
な
が
ら

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

德永義郎　議員

職
員
の

　
　

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
。

会
計
事
務
の

　
　
　
　

あ
り
方
に
つ
い
て
。

松
の
木
の

　
　
　
　

立
枯
に
つ
い
て
。

議会の傍聴をしませんか！
　定例会は年４回（３月、６月、９月、１２月）です。一般質問のある日
程のときは、事前に防災行政無線でお知らせしています。
　次回の定例会は１２月中旬です。
※傍聴席は、議会だより表紙写真の上部になります。



１１　広報たつごう

質　

問

　

日
本
は
ど
の
地
域
で
も
地
震
が

起
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
東
北
大

震
災
に
よ
る
大
津
波
の
様
子
は
、

世
界
的
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
。
近
い
将
来
、
南
海
沖
地
震
は

更
に
規
模
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。

こ
の
地
震
に
よ
る
対
策
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
の
か
。

答　

弁

　

町
の
防
災
計
画
で
は
、
暴
風
・

豪
雨
な
ど
の
場
合
、
避
難
予
定
地

を
示
し
て
い
る
が
、
津
波
に
対
し

て
は
地
図
上
に
は
示
し
て
い
る
も

の
の
町
民
へ
の
周
知
徹
底
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
今
年
度
中
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
避
難

先
を
わ
か
り
や
す
く
町
民
に
示
し

た
い
。
避
難
施
設
に
つ
い
て
は
、

財
政
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

質　

問

　

突
然
発
生
す
る
災
害
に
つ
い
て

は
、
か
ね
て
か
ら
訓
練
を
し
て
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
町
内
一
円
同
時
に
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
も
大
事
と
考

え
る
が
。　
　
　
　
　
　
　
　

答　

弁

　

防
災
訓
練
は
、
防
災
行
政
の
ソ

フ
ト
面
の
対
策
と
位
置
づ
け
、
集

落
や
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
要
望

を
基
に
、
出
前
講
座
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
だ
、
訓
練
を
し
て
い

な
い
集
落
に
開
催
を
促
し
、
東
北

地
震
を
教
訓
と
し
、
生
命
・
財
産

を
守
る
と
い
う
こ
と
を
町
民
と
共

に
共
有
し
た
い
。

質　

問

　

休
耕
地
に
事
業
を
導
入
し
、
町

の
活
性
化
、
企
業
進
出
の
手
段
と

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

弁

　

耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
未
然
に

防
ぎ
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
農

業
委
員
会
と
協
力
し
な
が
ら
所
有

者
か
ら
農
家
へ
貸
付
を
斡
旋
し
て

い
る
と
同
時
に
貸
付
の
意
向
調
査

も
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
誘
致
に

つ
い
て
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
検
討

し
て
み
た
い
。

質　

問

　

国
づ
く
り
町
づ
く
り
は
、
人
づ

く
り
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
学
校
を

選
択
す
る
時
代
に
な
る
の
で
は
、

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
な
事

に
な
る
と
、
小
規
模
校
の
存
続
が

厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
教

育
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。　

答　

弁
（
教
育
長
）

　

こ
れ
ま
で
小
学
校
の
統
廃
合
は

行
わ
な
い
と
い
う
判
断
に
立
ち
、

各
小
学
校
の
大
規
模
改
修
を
進
め

て
い
る
。三
中
学
校
に
お
い
て
も
、

生
徒
数
の
減
少
も
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
今
す
ぐ
統
合
は
考
え
る
実
態

に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
10

年
後
程
度
の
長
期
的
な
生
徒
数
の

推
移
を
展
望
し
て
か
ら
の
判
断
で

よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

質　

問

　

近
年
全
国
で
、
い
じ
め
問
題
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

県
内
や
奄
美
市
に
お
い
て
も
事
例

が
み
ら
れ
た
と
の
こ
と
、
本
町
の

学
校
の
実
態
は
。

答　

弁
（
教
育
長
）

　

町
教
育
委
員
会
で
も
深
刻
に
受

け
止
め
、
児
童
生
徒
が
安
心
・
安

全
で
心
の
居
場
所
と
な
る
学
校
の

実
情
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
今
年
度
に
な
っ
て
中
学
校

２
校
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
状
況

と
解
釈
さ
れ
る
事
例
が
あ
っ
た

が
、
今
は
、
学
校
の
適
切
な
対
応

に
よ
り
、解
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

質　

問

　

自
世
代
へ
引
き
継
ぐ
歴
史
と
文

化
と
い
う
こ
と
で
、
龍
郷
町
文
化

財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
英
語
入
り
で

制
作
し
、
学
校
や
公
民
館
な
ど
に

碇山幾郎　議員

配
布
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の

活
用
と
反
応
に
つ
い
て
。

答　

弁
（
教
育
長
）

　

本
年
度
も
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
発
行
し
、
学
校
職
員
向
け
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
文
化
協
会

歴
史
巡
り
ツ
ア
ー
な
ど
、
好
評
を

得
て
い
る
。
新
た
な
計
画
と
し
て

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
、
史

跡
巡
り
ツ
ア
ー
や
子
ど
も
た
ち
が

自
分
た
ち
の
町
を
自
ら
紹
介
で
き

る
よ
う
に
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

養
成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

史
跡
巡
り
ツ
ア
ー

避
難
施
設
の

　
　
　
　

整
備
に
つ
い
て
。

防
災
訓
練
の

　
　
　
　

実
施
に
つ
い
て
。

休
耕
地
の
実
態
と

　
　
　
　
　

活
用
に
つ
い
て
。

将
来
の

　
　
　

学
校
像
に
つ
い
て
。

い
じ
め
対
策
、

　
　

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
。

文
化
財
保
護
、

　
　
　
　
　

活
用
に
つ
い
て
。
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１３　広報たつごう

公共事業入札の公表 平成 24年 8月

第４回　在宅介護家族会のご報告
　今月の家族会は、台風の影響の為中止になりました。
しかし、以前から、要望のありました “ 集落へ出向いて ”、夜の 8 時～ 10 時過ぎまで、数
人のメンバーで集いました。お茶を飲みながら、他愛もない話を交えながら過ごした時間は、
“ あっ～ ” という間に過ぎました。
　参加された御家族の方からも、“ ざっくばらんで楽しかったです。” と感想をいただきま
した。在宅介護をするうえで、一人で一生懸命になってしまうのは、当然の事とは存じます。
　でも、その時に “ 少しでも、ホットする時間や場所 ” を、私たちは創っていきたいと思い
ます。今回のように、時間や日曜・祭日問わず集落に出向く事も可能です。
　介護に行き詰った・息抜きをしたい・お茶を飲みたいと思う時には、いつでも、まずは、
気軽に、お声をお掛け下さい。その為に、私たち家族会はいたいと思っています。
　尚、次回の定例会としての第三水曜日の 3 時 10 分～中央公民館で開かれる会においては、
12 月・1 月はお休みとさせていただきます。
但し、出張・集落への個人同士での集いは、何時でも可能ですので、御一報下さい。
　【在宅介護家族会の集い】からのご報告でした。

　協賛：龍郷町地域包括支援センター
　　　　℡０９９７－６９－４５１６
　　　　龍郷町社会福祉協議会
　　　　℡０９９７－６２－５４０９
　　　　肥後医院
　　　　℡０９９７－６２－３０２３



広報たつごう　１４

公共事業入札の公表 平成 24年 9月



12 月 4日から 10日までは「人権週間」です。
　龍郷町には、法務大臣が委嘱した人権擁護委員がおり、地域に密着した存在として
様々な人権に関する相談に応じています。
　次の方々が人権擁護委員として活動しています。

松田　秀樹さん 平　久美さん 重村　洋一さん

　龍郷町では、１２月６日木曜日、午前１０時から午後３時まで、龍郷町中央公民館
において、人権相談を行います。親子、夫婦、扶養、相続の問題、借地・借家問題、
近隣トラブル、公害、差別、いじめなどの問題でお困りの方は、お気軽にご相談くだ
さい。
　なお、人権擁護機関では人権週間以外も相談に応じています。
　【人権擁護機関の相談窓口一覧】
　全国共通人権相談ダイヤル　　０５７０－００３－１１０
　子どもの人権１１０番　　　　０１２０－００７－１１０
　女性の人権ホットライン　　　０５７０－０７０－８１０
　鹿児島地方法務局人権擁護課　０９９－２５９－０６８４
　　　　　　　〃　奄美支局　　０９９７－５２－０３７６
　パソコンから　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
　携帯電話から　http://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html
　法務局では、面接での相談にも応じています。
　面接及び電話でのご相談は８時３０分から１７時１５分まで（土・日・祝日を除く）
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
　（子どもの人権１１０番以外の通話料は相談者のご負担となります。

12 月 10日（月）から 12月 16日（日）までは「北

朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。

　平成１８年６月に、北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の認識を深めるとと
もに、国際社会と連携しつつ北朝鮮当局による人権侵害問題の実態を解明し、及びその
抑止を図ることを目的として、「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対
処に関する法律」が施行されました。

北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めましょう。

１５　広報たつごう
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広報たつごう　２０

長
雲
通
信
第 67 回

「
冬
到
来　

今
年
の
冬
は
？
」

奄
美
自
然
観
察
の
森　

指
導
員　

宇
都
宮
英
之

　

皆
さ
ま　

秋
の
楽
し
み
だ
っ
た

種
下
ろ
し
や
町
民
体
育
大
会
、
集

落
対
抗
駅
伝
も
終
わ
り
ま
し
た
。

あ
と
は
年
末
年
始
の
準
備
を
し
な

が
ら
、
寒
さ
対
策
が
肝
心
な
季
節

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
こ
の
１
年

の
天
候
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

一
昨
年
、
昨
年
と
秋
に
は
記
憶

に
も
強
く
残
っ
て
い
る
豪
雨
災
害

が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
特
徴
は
ま
ぎ
れ
も
無
く
台

風
の
当
た
り
年
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
台
風
15
号
、
16
号
、
17

号
は
巨
大
台
風
で
奄
美
を
通
過
し

ま
し
た
。
台
風
21
号
は
迷
走
台
風

で
皆
で
心
配
し
ま
し
た
。
台
風
で

折
れ
た
樹
木
や
塩
害
に
あ
っ
た
農

作
物
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
今
回
は
東
側
の
斜
面
に
被
害
が

集
中
し
て
い
ま
す
）

　

そ
し
て
日
本
中
の
ど
の
地
域
よ

り
も
心
配
だ
っ
た
の
が
、
豪
雨
災

害
の
再
来
で
し
た
。
し
か
し
、
豪

雨
だ
け
は
今
年
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
去
年
ま
で
の
天
気
図
と
今

年
の
夏
の
天
気
図
の
一
番
大
き
な

違
い
は
太
平
洋
高
気
圧
の
場
所
と

秋
雨
前
線
の
位
置
で
し
た
。
昨
年

ま
で
は
夏
ら
し
く
高
気
圧
は
日
本

の
南
海
上
に
居
座
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
年
は
日
本
の
東
海

上
に
あ
る
こ
と
が
多
く
て
、
前
線

も
東
西
水
平
で
は
な
く
斜
め
に
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

秋
に
は
西
か
ら
大
陸
の
高
気
圧
が

強
く
張
り
出
し
て
早
く
に
秋
雨
前

線
は
南
に
押
し
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
秋
は
長
い
残
暑
の
後
に

急
に
寒
く
な
っ
て
乾
燥
し
て
い
ま

す
。
こ
う
い
う
季
節
の
移
り
変
わ

り
に
注
意
す
る
こ
と
を
書
き
ま

す
。
ま
ず
は
健
康
面
か
ら
寒
く

な
っ
た
時
の
体
調
の
順
応
が
間
に

合
わ
な
い
こ
と
か
ら
風
邪
な
ど
ひ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
冷

え
か
ら
の
体
調
不
良
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の
秋
～
冬
は

身
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。（
長
期
予
報
は
や
や
暖

か
め
の
冬
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　

そ
し
て
、
森
の
植
物
や
動
物
で

す
が
、
気
温
は
最
初
は
低
め
で
乾

燥
か
ら
キ
ノ
コ
類
が
極
端
に
少
な

い
状
況
で
す
。
ま
た
、
シ
イ
の
実

が
夏
の
台
風
で
落
ち
て
し
ま
っ
た

為
に
森
林
内
に
イ
ノ
シ
シ
の
餌
が

無
い
状
態
で
す
。
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど

の
飛
来
も
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
集
落
山
側
の
農
作
物
の
被

害
に
も
注
意
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
年
も
残
り
僅
か
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
を
読
ん
で
る

時
に
は
桜
の
開
花
ま
で
後
わ
ず
か

に
な
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

（
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
は
見
頃
か
も
し
れ

ま
せ
ん
）

　

来
年
に
は
国
立
公
園
や
世
界
自

然
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
登
録
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
世
界
自
然
遺
産
へ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
の
年
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
皆
で
体
調
管

理
を
し
て
農
作
物
を
守
っ
て
、
自

然
も
一
緒
に
守
っ
て
よ
り
良
い
年

明
け
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。ヒヨドリ



２１　広報たつごう

　

今
般
の
奄
美
地
方
に
お
け
る
台
風
に
よ
る

災
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
災
害
に
遭
わ
れ
た

と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
続
き
等
が
あ
り

ま
す
。

【
納
税
の
猶
予
】

　

災
害
に
よ
り
、相
当
の
損
失
を
受
け
ら
れ
、

納
付
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な
い
場
合
は
、

所
轄
税
務
署
長
に
「
納
税
の
猶
予
申
請
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
納

税
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一　

損
失
を
受
け
た
日
に
納
付
期
限
が
到
来

し
て
い
な
い
国
税

（
１
）
損
失
を
受
け
た
日
以
後
一
年
以
内
に

納
付
す
べ
き
国
税
→
納
期
限
か
ら
一
年
以
内

に
納
税

（
２
）
所
得
税
の
予
定
納
税
や
法
人
税
・
消

費
税
の
中
間
申
告
分
→
確
定
申
告
書
の
提
出

期
限
ま
で
に
納
税

二　

既
に
納
期
限
の
到
来
し
て
い
る
国
税

一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
国
税
→
原
則
と
し
て
一
年
以
内
に
納

税 ◆
災
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
の
納
税

の
猶
予
・
申
告
な
ど
の
期
限
延
長

に
つ
い
て
。

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

【
申
告
な
ど
の
期
限
の
延
長
】

　

災
害
に
よ
り
、
申
告
、
納
付
な
ど
を
そ
の

期
限
ま
で
に
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

の
や
ん
だ
日
か
ら
二
か
月
以
内
の
範
囲
で
、

そ
の
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

→
所
轄
の
税
務
署
長
に
申
告
、
納
付
な
ど
の

期
限
の
延
長
を
申
請
し
、
そ
の
承
認
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す

【
納
税
証
明
書
の
手
数
料
に
つ
い
て
】

　

災
害
の
復
旧
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
を

受
け
る
た
め
の
納
税
証
明
書
の
手
数
料
は
、

無
料
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
】

　

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損

害
を
受
け
た
と
き
は
、
一
定
要
件
の
下
、
確

定
申
告
で
①
「
所
得
税
法
」
に
定
め
る
雑
損

控
除
に
よ
る
方
法
、
②
「
災
害
減
免
法
」
に

定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
、
の

い
ず
れ
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
所
得
税
の
全
部
又
は
一
部
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、「
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（W

W
W

.nta.go.jp

）
画
面

左
側
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
内
に
あ
る
『
災

害
を
受
け
た
ら
』」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ま

た
は
、
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

（
電
話　

０
９
９
７
‐
52
‐
４
３
２
１
）

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
番
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
放
送
大
学

　
　

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー

　
（
℡　

０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１
）

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民

の
中
か
ら
、
無
作
為
に
く
じ
で
選
ば
れ
た

十
一
人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
し
、
検
察
官

が
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
て
い

ま
す
。

　

事
件
を
起
訴
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

検
察
官
の
み
に
許
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

中
に
は
起
訴
す
べ
き
事
件
を
誤
っ
て
不
起
訴

に
し
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　

検
察
審
査
会
は
、
そ
う
し
た
場
合
に
検
察

官
が
し
た
不
起
訴
処
分
の
当
否
に
つ
い
て
、

一
般
市
民
の
健
全
な
常
識
で
審
査
し
ま
す
。

　

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
は
）

　

奄
美
市
名
瀬
矢
之
脇
町
一
番
一
号

　
　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
名
瀬
市
部
内

　
　
　

名
瀬
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　

℡　

０
９
９
７
‐
52
‐
５
７
４
１

◆
検
察
審
査
会
の

　
　
　
　
　

仕
組
み
と
働
き



お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
大
勝
の
篠
浦
カ
ヨ
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

篠
浦
哲

丸
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
秋
名
の
成
海
文
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

成
海
茂
信

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
秋
名
の
嘉
一
成
さ
ん
か
ら
、
子　

嘉
倫
子
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
浦
の
嘉
原
志
保
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

嘉
原
卓
朗

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

【
10
月
届
出
】

小
村　

忠
コ

土
井　

シ
ズ
エ

篠
浦　

哲
丸

成
海　

茂
信

畠　

萌

西
田　

三
重
子

（
90
）

（
96
）

（
59
）

（
89
）

（
82
）

（
80
）

龍
郷
の
里

愛
寿
園

大
勝

秋
名

中
勝

秋
名

・
中
勝
の
奥
村
忠
二
さ
ん
か
ら
、
母　

奥
村
み
さ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
岩
切
ア
ヤ
子
さ
ん
か
ら
、　

夫　

岩

切
政
光
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
瀬
留
集
落
に
金

一
封
。

・
秋
名
の
西
田
重
彦
さ
ん
か
ら
、
母　

西
田
三
重

子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
老
人
ク
ラ
ブ

稲
葉
会
、
幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に
金
一
封
。

【
10
月
届
出
】

岩
崎　

透
と
お
る

東　

柊とう
ご吾

久
場

手
広

保
護
者
名

恵
一

幸
弘

広報たつごう　２２

龍郷町の人口
平成24年 10月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

3,013

6,223
　
2,995

3,228

+8
　
+19

+7

+12

・
秋
名
の
嘉
一
成
さ
ん
か
ら
、
子　

嘉
倫
子
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に

金
一
封
。

　工業統計調査は我が国の工業の実態
を明らかにすることを目的とした統計
法に基づく報告義務がある重要な統計
です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興
などの基礎資料として利活用されま
す。
　調査時点は平成 24 年 12 月 31 日
です。調査票へのご回答をお願いいた
します。



12 月行事予定表

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

４（火）元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさや館

６（木）
でぃでぃクラブ 13：30～ 〃
1歳 6か月児健診 13：00～ 〃

11（火）
元気はつらつ教室 13：30～ 〃
じゃがいも会 13：30～ 〃

12（水）筋膜マッサージ教室 12：30～ 中央公民館
13（木）でぃでぃクラブ 13：30～ どぅくさや館
18（火）元気はつらつ教室 13：30～ 〃
19（水）乳児健診・ＢＣＧ予防接種 12：30～ 〃
20（木）でぃでぃクラブ 13：30～ 〃
21（金）キッズクラブ 10：00～ 〃
25（火）元気はつらつ教室 13：30～ 〃
27（木）でぃでぃクラブ 13：30～ 〃

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11 月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。

２３　広報たつごう

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ
れ

が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
労
働
保
険
法
に
基
づ
く
各
種

の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て
か

ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局
又
は

労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
ご
案
内
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

(h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/n

ew
-

in
fo

/k
o

b
etu

/ro
u

d
o

u
/g

yo
u

sei/
rousai/120406-1.htm

l)

◆
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、

　
　

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

　
　
　

補
償
・
救
済
に
つ
い
て



広報たつごう　２４

玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

11
月
生
ま
れ

集シ
マ
ジ
マ落

の
風
景

～
龍
郷
町
に
は
20
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
交
通

網
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
集
落
間
の
移
動
・

交
流
は
容
易
で
は
な
く
、
集
落
ご
と
に
特
色
の

あ
る
文
化
や
歴
史
、
生
活
様
式
が
あ
り
ま
し
た
。

「
集
落
の
風
景
」
で
は
、
シ
マ
ジ
マ
の
歴
史
や
現

在
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
～

第
十
五
回

「
赤
尾
木
集
落
」

　

龍
郷
町
の
東
端
に
位
置
し
、
奄
美
大

島
本
島
の「
く
び
れ
」と
言
わ
れ
る「
赤

尾
木
地
峡
」
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が

集
落
の
地
形
的
な
特
徴
で
す
。

　

太
平
洋
と
東
シ
ナ
海
が
、
約
８
０
０

メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
近
接
し
て
お
り
、

か
つ
て
小
さ
な
舟
で
航
行
す
る
の
が
至

難
で
あ
っ
た
笠
利
崎
と
ト
ン
パ
ラ
岩
間

の
「
荒
灘
」
を
避
け
る
た
め
、
太
平
洋

側
か
ら
東
シ
ナ
海
側
へ
舟
を
渡
す
「
舟

越
し
」
の
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。こ
の
舟
を
引
い
た
道
は「
舟

引
き
道
」
と
し
て
、
現
在
で
も
そ
の
一

部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
尾
木
に
は
先
史
時
代
の
遺

跡
群
が
あ
り
ま
す
。「
ウ
フ
タ
遺
跡
」

と
呼
ば
れ
る
縄
文
系
土
器
と
弥
生
系
土

器
の
重
複
遺
跡
で
、
先
史
時
代
か
ら
赤

尾
木
に
は
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
赤
尾
木
集
落
の
風
景
に
特

色
を
与
え
て
い
る
の
が
、
昭
和
13
年
に

建
造
さ
れ
た
「
赤
尾
木
送
受
信
所
の
無

線
塔
」
で
す
。
当
時
10
基
あ
っ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
無
線
塔
で
す
が
、
現
在

３
基
残
っ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
中

は
、
空
爆
目
標
に
さ
れ
、
度
重
な
る
攻

撃
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

　　　　７６６人
　　　　３８８世帯
平 成 24 年 10 月 末

塩崎　翔陽
しおざき　 あさひ

Ｈ２３. １１. １６　生

父 哲　母 麻里子　大勝

くん

鮫島　舞
さめしま　まい

Ｈ２３. １１. ４　生

父 智彦　母 純子　玉里

ちゃん  榮　仁愛
さかえ　 にいな

Ｈ２３. １１. ４　生

父 雅仁　母 聡美　玉里

ちゃん

伊藤　晴
 いとう　　はる

Ｈ２３. １１. ２０　生

父 貴士　母 恭子　玉里

くん


